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先天異常か ら学ぶ 「顔 と口とことば」
大阪大学名誉教授
和 田 健 先 生
緒 言
インターネット,パソコン,携帯端末機器によ






you?"とい う問いかけが 自分 にとって も相手 に
とって も重要で,「個人を代表する顔」「個人 を語
る口」 「心を伝 えることば」が重要なキーワー ド
となる。「顔 ・口 ・ことば」の器である口腔 ・顎 ・
顔面を臨床対象とする歯科医師は,そ の形態的異
常のみならず機能的異常(こ とば)に ついても極
めて重要な立場 にある。 これ らが異常と意識 され
ても,健常者では受容可能な多様性の枠内にある







から上の顔面 ・頭蓋 にみ られる。大奇形であれば,
診断や治療指針はより具体的になるが,そ こにみ
られ る一連の小奇形の組合せから重大な症候群,













後か らの著 しい頭部変形が生 じるために,同 様の


























て珍 しい。この症例 に対 し,生後2歳 頃からの約
18 奥 羽 大 歯 学 誌
2年間の構音訓練により,発音時の口腔底 に舌様
の隆起 を誘発 し,正常な発音操作を獲得 した治験
例は,舌 の全部的および部分的欠損があって も言
語機能 は獲得できることを示 している。これ らの
治験症例から,頭部の異形成 は顔面に,顔 面の異




それでは一体,ど のように"こ とば"に 関係する
ので しょうか。
"こ と ば"と"言 語"
私たちは,ふ と何かを思いついたり考 えた りす





ち,口 で形づ くる意味 ある音声 が"話 しことば
speech"で,大脳皮質の聴覚野にある言語知覚中
枢(Wernicke)→言語運動中枢(Broca)→構音器官
→聴器(耳)を 連結する言語フィー ドバ ック環で
成立する。意識されたことが個体内で具体化した
のが"こ とば"で あるのに対 し,他者 とのコ ミュ







素であり,単語の意味,前 後関係,過 去 ・現在 ・
未来など,そ の言語が もつコ ミュニケーション様
式によって配置 されると意味ある文 としての体裁
が整うことになる。




ながら音声を発 し,それ を"話 しことば"に 形づ
くることを学習 し,併せてコミュニケーシ ョンが
2009












ヒ トの口は他の四足動物 とは大きく異 なる進化
をした。直立 し,頭部が背骨の上に乗 り,顔 が正
面を向くと,呼 吸路が上咽頭部で屈曲することに













人間の"話 しことば"で は,こ の上下の開閉弁機
構が別々に作動するという制御機構 を学習により
獲得 したことは極めて興味深い。例 えば,閉 鎖性





















家族,地 域社会,国 家 をも築 くコ ミュニケーショ
ン ・ツールに仕上げたのである。
鼻咽腔閉鎖機構と不全症
















鼻咽腔閉鎖機能不全 を呈する。 この場合,軟 口蓋
























1回の リズムで50-60回表出 させた時の 口蓋帆
挙筋 筋電 図 の周波 数 分析 か ら得 られ るMean
PowerFrequency(MPF)の回帰直線の検定か ら,
有意にMPF値は低下 し,易 疲労性 を示す ことが
明らかになっている。同様に,PLP装着により予
備能 は大きく,易疲労性は軽減 し,正常化するこ













50%前後確保 され,発 音時の調節性 を回復 して
くる症例 も報告7されている。
構音障害と矯正臨床
矯正歯科では,口 腔 ・顎 ・顔面の変形,機 能障
害を呈する症例に対処されるため,構 音障害につ
いて も言語聴覚士 と連携 して関わる場面がある。
よく遭遇 されるのは器質性構音障害だが,機 能性
構音障害 と混同 しないことが重要である。機能性
構音障害は,言 語発達 ・聴力 ・構音器官が正常で,
特定の語音 を習慣的に誤って構音するものである。
これには構音操作が未熟であるもの,誤 学習によ
20 奥 羽 大 歯 学 誌 2009
る特定音の置換 ・省略 ・歪みについて構音検査 を
要する。通常は弁別能力,自 己の音声の正誤判別
ができれば,自 然治癒が期待できる。特に幼児期





あり方について検討 した。歯科医療 に対す る社会
的要請は,歯 か らロへ,口 から顔へと,そ の治療
内容 も個体 レベルから健康維持 ・口腔機能の向上
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